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一
三．
明
治
二
十
二
年
大
紀
事
解
説こ
れ
は
福
富
忠
也
氏
の
兄
・
忠
恕
氏
に
よ
っ
て
、
東
京
憲
兵
隊
の
罫
紙
（
和
紙
縦
書
き
）
三
百
枚
余
に
墨
書
さ
れ
た
、
Ｂ
５
判
の
手
書
き
の
和
綴
本
で
あ
る
。
著
者
忠
恕
氏
は
忠
也
に
よ
れ
ば
、
兄
は
余
の
為
に
は
異
母
兄
弟
で
あ
つ
て
少
年
の
頃
よ
り
東
京
へ
遊
学
し
て
陸
軍
に
職
を
奉
じ
、
東
京
、
青
森
、
仙
台
、
大
阪
、
広
島
、
熊
本
等
に
転
職
し
て
、
明
治
十
年
西
南
の
変
に
は
教
導
隊
生
徒
で
以
て
出
軍
し
、
后
勲
七
等
に
叙
さ
れ
白
色
桐
葉
章
を
賜
は
り
ま
し
た
。
そ
し
て
明
治
二
十
四
年
に
職
を
辞
し
て
今
日
に
及
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
（
一
四
号
「
吾
半
世
紀
」
よ
り
）。
と
い
う
。
教
導
隊
は
西
南
戦
争
当
時
す
で
に
教
導
団
と
称
し
て
い
た
が
、
同
団
は
軍
人
志
願
者
の
優
秀
な
者
か
ら
採
用
し
た
下
士
官
養
成
機
関
で
あ
っ
た
。
東
京
憲
兵
隊
の
罫
紙
を
用
い
て
い
る
の
は
、
明
治
二
十
二
年
当
時
同
隊
に
所
属
し
て
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
定
か
で
は
な
い
。
本
文
に
も
自
分
の
地
位
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。
た
だ
二
十
四
年
に
辞
職
し
て
い
る
こ
と
か
ら
陸
軍
奉
職
中
に
書
か
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
内
容
は
表
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
宮
城
御
移
転
、
憲
法
発
布
、
森
大
臣
負
傷
、
大
隈
大
臣
負
傷
、
立
皇
太
子
宣
下
、
内
閣
更
迭
」
の
六
項
目
で
あ
る
。
一
陸
軍
軍
人
の
見
た
明
治
二
十
二
年
を
叙
述
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
年
二
月
十
一
日
は
日
本
が
近
代
的
な
文
明
国
家
に
な
っ
た
証
と
も
い
う
べ
き
明
治
憲
法
が
発
布
さ
れ
た
日
で
あ
り
（
当
日
は
東
京
憲
兵
隊
は
兵
員
総
出
で
市
中
警
戒
に
当
た
っ
て
い
た
）、
翌
年
に
は
初
の
衆
議
院
選
挙
が
控
え
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
は
森
有
礼
文
部
大
臣
が
凶
刃
に
仆
れ
、
大
隈
重
信
外
相
が
条
約
改
正
問
題
で
暴
漢
に
遭
難
す
る
。「
明
治
二
十
二
年
ハ
多
望
ニ
シ
テ
多
忙
」
と
年
頭
に
書
い
た
通
り
多
事
多
難
な
年
で
も
あ
っ
た
が
、
希
望
あ
ふ
れ
る
明
治
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
健
全
な
る
精
華
と
当
時
の
日
本
人
の
熱
気
を
、
詳
細
な
記
述
と
と
も
に
本
文
の
全
編
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
内
容
は
各
項
目
と
も
氏
が
直
接
見
聞
し
た
も
の
も
あ
ろ
う
が
、
多
く
は
文
末
が
「
ト
云
フ
」
と
か
「
・
・
ト
」
で
終
わ
る
伝
聞
調
と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
叙
述
の
根
拠
と
な
っ
た
も
の
が
何
で
あ
る
か
の
明
示
は
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
た
だ
内
容
的
に
は
新
聞
等
で
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
か
な
り
高
度
な
情
報
も
含
ん
で
お
り
、
忠
恕
氏
の
職
掌
柄
知
り
え
た
情
報
で
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
例
え
ば
刺
客
西
野
文
太
郎
が
森
有
礼
に
与
え
た
傷
の
様
子
や
、
西
野
自
身
の
「
死
体
創
傷
検
案
書
」
は
そ
の
筋
か
ら
情
報
を
得
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
